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１．第２回ワーキンググループでの検討結果の報告 1

開催日時：平成30年9月28日(金) 16時から
開催場所：TKP東京駅八重洲カンファレンスセンター 4階カンファレンスルーム4H
出席委員：石神孝之、鈴木徳行、角哲也、豊田政史 （出席4名）五十音順、敬称略
欠席委員：なし （欠席0名）
配付資料：資 料 ①：第2回 松川ダム堆砂対策検討委員会

松川ダム治水機能向上検討ワーキンググループ 次第
資 料 ②：「松川ダム堆砂対策検討委員会」設立趣旨書
資 料 ③：第2回 松川ダム治水機能向上検討ワーキンググループ 説明資料
資料③-1：第2回 松川ダム治水機能向上検討ワーキンググループ 参考資料
資 料 ④：第1回ＷＧ事前説明時の各委員からの意見・指摘事項と対応方針

第2回ＷＧ事前説明時の各委員からの意見・指摘事項と対応方針
議事次第：１．開会

２．あいさつ
３．規約等の説明・確認
４．議事

（１）第1回ＷＧ意見・検討内容等説明
（２）第1回ＷＧ意見等を踏まえた事務局の検討事項・対策案説明
（３）質疑応答
（４）各対策案の評価
（５）次回ＷＧに向けた提案等

５．閉会

委員からの主な意見：

◆第2回 松川ダム治水機能向上検討ワーキンググループ◆

項目 意 見

新たな排砂対策の
組み合わせ

・貯水池掘削を基本とし、既存施設（バイパス水路、風越堰堤）の活用を置き土も検討する。
・近年の雨量予測の向上に伴い、予備放流の再設定による貯水池掘削の軽減をはかる。

予備放流の再設定

予備放流量の設定の精度向上

予備放流のリードタイムの確認

利水回復への影響確認

置き土

置き土形状は、斜面の利用などを検討する

2mm以上の粒径を流さない(努力をする)として、当面運用し、モニタリング等を実施しながら、
今後の運用を考える

風越堰堤への置き土の影響確認

その他
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２．バイパス放流実績の報告 2

 平成30年は、出水中に合計4回のバイパス放流を行った。
 平成30年も、過年度と同様に、冬季は転流工としての運用を行った。
 平成30年9月には、平成28年のバイパス試験運用開始以降、最大とな

る121m3/sのバイパス放流を行った。
（第2回委員会で報告した平成29年8月8日のバイパス放流量は24m3/s）

※1  バイパス主ゲートが開いていた時間 ※2 バイパス放流期間中の毎正時のバイパス主ゲート放流量を基に整理

バイパス放流期間 バイパス放流時間※1 最大流入量 最大放流量
最大バイパス

放流量
総バイパス
放流量※2 備考

①
2018/4/25  12:00 

～ 2018/5/2  17:00
173時間（約7日間） 76.72 m3/s 79.23 m3/s 37.54 m3/s 3,786,012 m3 4/25 前線による降雨及び雪解け

②
2018/6/20  10:00

～ 2018/6/21  20:00
34時間（約1.5日間） 34.26 m3/s 35.90 m3/s 35.27 m3/s 728,892 m3 6/20 前線による降雨

③
2018/7/4  11:00

～ 2018/7/12  15:00
196時間（約8日間） 90.31 m3/s 98.83 m3/s 86.54 m3/s 12,960,036 m3 7/4 西日本豪雨（梅雨前線による降雨）

④
2018/9/4  14:00 

～ 2018/9/18  11:00
333時間（約14日間） 124.74 m3/s 144.39 m3/s 121.06 m3/s 11,251,728 m3 9/4 台風21号

松川ダム確率流量

50 1/ 2.00

60 1/ 2.50

70 1/ 3.33

80 1/ 5.00

90 1/ 10.00

95 1/ 20.00

98 1/ 50.00

99 1/ 100.00

99.9 1/ 1000.00

F(%) 1/T

100 1000

流量(m3/s)

1/5
170 m3/s

出典：松川総合開発事業全体計画書（松川ダム）

1/5
170m3/s

H28 H29 H30

H29.8.8バイパス放流
第2回委員会で報告済み

6月以降、バイパス放流開始のサイレン

を鳴らし、流入が増加する前からバイパ
ス放流を開始する本格的な運用を開始

①

②

③

④
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２．バイパス放流実績の報告

①H30.4 ②H30.6

3

③H30.7 ④H30.9

 4月は出水ピーク後からのバイパス放流となり、6月、7月、9月は出水ピーク前からバイパス放流を開始した。
 この4回の運用では、水収支上、総流入量の62%～88%の水をバイパスした。

バイパス放流期間
バイパス放流時間

最大流入量 最大放流量
最大バイパス

放流量
総流入量

総バイパス放流量 総バイパス放
流量/総流入量

備考

① 2018/4/25  12:00 ～ 2018/5/2  17:00 173時間（約7日間） 76.72 m3/s 79.23 m3/s 37.54 m3/s 5,304,852 m3 3,786,012 m3 71% 4/25 前線による降雨及び雪解け

② 2018/6/20  10:00 ～ 2018/6/21  20:00 34時間（約1.5日間） 34.26 m3/s 35.90 m3/s 35.27 m3/s 1,180,296 m3 728,892 m3 62% 6/20 前線による降雨

③ 2018/7/4  11:00 ～ 2018/7/12  15:00 196時間（約8日間） 90.31 m3/s 98.83 m3/s 86.54 m3/s 14,685,372 m3 12,960,036 m3 88% 7/4 西日本豪雨（梅雨前線による降雨）

④ 2018/9/4  14:00 ～ 2018/9/18  11:00 333時間（約14日間） 124.74 m3/s 144.39 m3/s 121.06 m3/s 13,861,512 m3 11,251,728 m3 81% 9/4 台風21号

バイパス主ゲートが開いていた時間
バイパス放流期間中の毎正時の
バイパス主ゲート放流量を基に整理

バイパス放流期間

バイパス放流期間

バイパス放流期間

バイパス放流期間
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２．バイパス放流実績の報告 4

 バイパス放流中およびバイパス放流前後のバイパス施設の様子。
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妙琴つり橋 妙琴橋 切石上河原橋 松川橋 新久米路橋 久米路橋

Ｈ29
12/20

Ｈ30
7/9

Ｈ30
9/13

※青字：松川ダム全放流量（日平均）

※各橋梁から下流側を撮影した写真を掲載

２．バイパス放流実績の報告

【妙琴つり橋～久米路橋】

5

 バイパス放流前後の松川ダム下流の河道の状況。バイパス放流前後で大きな変化は見られない。

②H30.6
③H30.7

①H30.4

④H30.9

出水中の様子（H30.7.5 10時頃撮影）
全放流量：35.83m3/s

バイパス主ゲート放流量35.27m3/s

切石上河原橋

妙琴橋

7km

8km

6km

5km

松川ダム下流
約1.1km

松川ダム下流
約1.3km

松川ダム下流
約2.4km

松川ダム下流
約3.6km

松川ダム下流
約4.1km

松川ダム下流
約4.4km

St.2St.1



【鼎橋～上溝橋】

２．バイパス放流実績の報告 6

鼎橋 水ノ手橋 城下大橋 新飯田橋 永代橋 上溝橋

Ｈ29
12/20

Ｈ30
7/9

Ｈ30
9/13

0.5m3/s

13.3m3/s

5.5m3/s

※青字：松川ダム全放流量（日平均）※各橋梁から下流側を撮影した写真を掲載

②H30.6
③H30.7

①H30.4

④H30.9

 バイパス放流前後の松川ダム下流の河道の状況。バイパス放流前後で大きな変化は見られない。

出水中の様子（H30.7.5 15時頃撮影）
全放流量：44.76m3/s

バイパス主ゲート放流量44.20m3/s

上溝橋

永代橋

4km

0km
3km 2km

1km

松川ダム下流
約7.7km

松川ダム下流
約7.0km

松川ダム下流
約6.4km

松川ダム下流
約6.1km

松川ダム下流
約5.7km

松川ダム下流
約5.2km St.4St.3



No.162+36

No.164
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２．バイパス放流実績の報告 7

 バイパス放流前後のバイパ
ス吐口～風越堰堤の河道
の状況。

H29.9.26 H31.02.15H31.02.15H29.9.26

No.164上流（右岸側）の河道の状況

No.162+36（右岸側）の河道の状況No.164（右岸側）の河道の状況

No.162+36上流（左岸側）の河道の状況

No.164下流の河道の状況

No.164（左岸側）の河道の状況 No.162+36（左岸側）の河道の状況

No.162+36下流の河道の状況

No.162+36上流（右岸側）の河道の状況

No.164上流（左岸側）の河道の状況
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３．モニタリング調査結果の報告 3.1 モニタリング調査実施概要 8

 平成30年度は、9月のバイパス放流中に

水質調査を行った。また、平常時には生物
環境調査や物理環境調査、バイパス施設
管理など各種調査を行った。

 水温および濁度については観測機器によ
る連続観測を行った。

 バイパス施設に設置したタイムラプスカメ
ラによる定点写真撮影も行った。

項目
調査実施状況(平成30年度)

備考
実施年月 実施回数

水質
（河川）

出水時現地採水調査
（SS、濁度、DO、SS粒度
組成）

平成30年9月 1回
土砂収支の流砂量
観測と兼ねている

観測機器による連続観
測（水温、濁度）

連続観測 連続観測

生物環境
（河川）

付着藻類 平成30年7、8、10月 3回

底生動物 平成31年1月 1回

魚類

平成30年10月 1回 魚類現存量調査

平成30年7月 1回 アユ成長量調査

― ― 繁殖状況調査

植物 平成30年8月 1回

物理環境
（河川）

河川横断測量 ― ―

河床材料 平成30年12月 1回

河川情報図 ― ―

井堰堆積状況 平成31年2月 1回

水位・流量 連続観測 連続観測

航空写真撮影 平成30年4月 1回

定点写真撮影 ― ―

バ イ パ ス
施設管理

バイパストンネル摩耗量
調査

平成30年10月 1回

バイパス流量観測 連続観測 連続観測

濁度観測 連続観測 連続観測

定点写真撮影 毎日1回撮影

土砂収支 流砂量観測
（SS、SS粒度組成）

平成30年9月 1回 水質（河川）の出水
時採水調査と兼ね
ている

分派堰上流の堆砂量調
査

― ―

貯水池ボーリング ― ―

天竜川本
川への影
響評価

河川横断測量 ― ―

航空写真撮影 平成30年4月 1回

出水時
現地採水調査
（流砂量観測）

付着藻類調査

バイパストンネル
摩耗量調査

植物調査

河床材料調査

水温観測・濁度観測・定点写真撮影

アユ成長量調査 魚類現存量調査
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※3 観測機器による連続観測による水温

※4 バイパス試験放流開始から2か月経過後の水質分析を目的として平常時に実施された。

※2 既往調査報告書本編に採水時間および流量の記載がなかったため、既往調査報告書の参考資料の計量証明書から読み取った採水時刻の流量をダム操作記録から読み取った
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【出水時採水調査】（SS、濁度、DO、SS粒度分布）
 SS、濁度は、出水時にその値が上昇し、出水後の9月18日には、

出水前と同程度に戻る様子が確認できる。
 DOは、出水前後で大きな変化はなかった。
 SS粒度分布から、採水されたSS成分は概ね0.2mm以下である。
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【水温連続観測結果】

 各地点の水温の年間の時系列変化
を見ると、概ね上流より下流の方が
水温が高い傾向である。

 バイパス放流中は、貯水池内に水
がたまることなくダム下流へ流れて
いくため、ダム上下流の水温差が小
さくなると考えられることから、バイ
パス放流中の各地点の水温の時系
列変化に着目する。

 平成30年にバイパス放流を行った4
回の出水中、ダム上流St.Cのデータ
があるのは2回である。

 2回とも、St.C以外は気温と連動して
変化しているが、St.Cは気温と連動し

ていない時間帯があり、水温計に何
らかの不具合が生じていた可能性
がある。

 バイパス放流による水温への影響
については、現時点までのデータで
は評価が難しいため、さらなるデー
タの蓄積が必要である。
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【SSと流量の関係】
■H30の結果
 全地点で、流量の増大にともなって、SSが大きくなる

様子が確認できる。（図A）
 ダム上流（St.C）、バイパストンネル入口、ダム下流

（St.1）の3地点について、SSと流量の関係を比較す

ると、その傾きに大きな差は見られないことから、ダ
ム上流のSS濃度の高いものがバイパス放流により

そのままダム下流へ流下しているものと推察でき、
バイパス放流の効果と評価することができる。（図C）

■過年度調査結果との比較
 平成29年の調査結果から、バイパス放流中は、バイ

パス放流前に比べると、同一流量時のSS濃度が高
い様子が確認されていた（図B）が、今回は、バイパ

ス放流前のデータが少ないため、その様子は確認
できなかった（図C） 。
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【SS負荷量と流量の関係】
■H30の結果
 SSと流量の関係と同様の傾向が確認できる。
 全地点で、流量の増大にともなって、SSが大きくなる様子

が確認できる。（図A）
 ダム下流のSt,1,2,4のSS負荷量と流量の関係を比較すると、

その傾きに大きな変化はないことから、SS成分は下流河川
に堆積することなく流下しているものと推察される。（図C）

■過年度調査結果との比較
 過年度の結果と比較すると、ダム下流のSt.1,2,4では、バ

イパス放流中は、バイパス放流を行っていない時に比べ
て同一流量時のSS負荷量が大きい傾向であり、バイパス
放流による効果と評価することができる。（図D）
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【④H30.9バイパス運用時の土砂収支】

 出水時採水調査結果から得られたLQ式を用いて土砂収支を算出した。

 土砂収支の算出対象期間は、全放流量が増加し始める3時間前からバイパス

放流が終了するまでのH30.9.4 6:00～H30.9.18 11:00（約14日間）とした。（図A）

 採水で得られたSS粒度分布より、SS成分は概ね0.2mm以下である。 （図B）

 バイパス放流を行った期間中、約5,300千kgのSS成分をバイパスした。流入土

砂量の８６％をバイパスした。 （図C、上図）

 出水ピークまでの流砂量が支配的である。 （図C、下図と上図の比較）
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出水ピーク後からバイパス
放流を開始したH29.8出水時

の土砂収支と比較すると、
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イパスできたと評価できる。

(第2回松川ダム堆砂対策検討委員会 資料（H30.3)より）



0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0.001 0.01 0.1 1 10 100 1000

通
過
重
量

百
分
率

粒径(mm)

H27_St.C H28_St.C H29_St.C H30_St.C

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0.001 0.01 0.1 1 10 100 1000

通
過
重
量

百
分
率

粒径(mm)

H27_St.1 H28_St.1 H29_St.1 H30_St.1

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0.001 0.01 0.1 1 10 100 1000

通
過
重
量

百
分
率

粒径(mm)

H27_St.2 H28_St.2 H29_St.2 H30_St.2

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0.001 0.01 0.1 1 10 100 1000

通
過
重
量

百
分
率

粒径(mm)

H27_St.3 H28_St.3 H29_St.3 H30_St.3

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0.001 0.01 0.1 1 10 100 1000

通
過
重
量

百
分
率

粒径(mm)

H27_St.4 H28_St.4 H29_St.4 H30_St.4

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0.001 0.01 0.1 1 10 100 1000

通
過

重
量

百
分

率

粒径(mm)

St.C St.C

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0.001 0.01 0.1 1 10 100 1000

通
過

重
量

百
分

率

粒径(mm)

St.1 St.1

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0.001 0.01 0.1 1 10 100 1000

通
過

重
量

百
分

率

粒径(mm)

St.2 St.2

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0.001 0.01 0.1 1 10 100 1000

通
過

重
量

百
分

率

粒径(mm)

St.3 St.3

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0.001 0.01 0.1 1 10 100 1000

通
過

重
量

百
分

率

粒径(mm)

St.4 St.4

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0.001 0.01 0.1 1 10 100 1000

通
過
重
量

百
分
率

粒径(mm)

平成30年度（全粒径）St.C

St.1

St.2

St.3

St.4

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0.001 0.01 0.1 1 10 100 1000

通
過
重
量

百
分
率

粒径(mm)

St.C

St.1

St.2

St.3

St.4

平成29年度と平成30年度の比較（75mm以下）

H29
H30

H30

３．モニタリング調査結果の報告 3.2 各モニタリング調査項目の調査結果の整理 3.2.3 河床材料調査 15

 平成30年12月に、バイパス運用開始以降、3回目となる河床材料調査を行った。
 75mm以下の粒径の調査方法は、H27以降容積法で一貫して実施しているものの、75mm以上の粒径の調査方法が年によって異なり、H27とH30は線

格子法、H28とH29は容積法となっている。そのため、調査結果の経年変化を分析する際には留意が必要である。
 地点間の比較をすると、ダム上流St.Cが最も粗く、その次にSt.1が粗い。（図A）
 各地点の経年変化について、St.1～4は2mm以下の粒径の割合が増加傾向となっており、これは、バイパス放流により2mm以下の土砂がダム下流へ

供給され、堆積したことによるものと推察される。St.3で特に細粒化の傾向が強い。（図B）

河床材料調査実施状況
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H25 平成25年12月 ○ ○ ○ ○ ○ ○

H26 平成27年2月 ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年12月 ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年1月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 75mm以上の粒径は、線格子法による

H28 平成28年12月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H29 平成29年12月 ○ ○ ○ ○ ○ ○

H30 平成30年12月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 75mm以上の粒径は、線格子法による
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画（1m×1m）内のみ
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図A 図B
地点間の比較とH29～H30の経年変化 各地点のH27～H30の経年変化
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St.3

St.4

調査結果は、「流砂系における土砂移動実態の研究 調査・解析の手引き（案）」（建設省土木研究所
砂防研究室、H12.7）に基づき、容積法と線格子法による結果を合成している。線格子法は、現場で
75mm以上と思われる河床材料を50個採取・計測した。

粗粒化傾向
粗粒化傾向

細粒化傾向細粒化傾向
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 平成30年12月に、流木止め上下とダム直下（減勢池）において河床材料調査を行った。

全粒径 75mm以下
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※St.ダム直下では、調査時に河床が水没し
ており、線格子で50個計測することが難し
かったため、10個のみ計測した。



【バイパス水路で発生していたと推測される水理量】
 最大流量流下時（9/4 19:00、121.04m3/s)のバイパス水路

（分派堰からトンネル吞口に至る水路）で発生していた
であろう水理量を、バイパス水路に設置されている水位
計のデータを基に整理すると右表のようである。

 水路内で発生していたと推測される摩擦速度（√gRI）か
ら、粒径約50mm程度の礫まで掃流可能と判断される。
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水位計① 水位計②

8.07 7.85

0

5

10

水位計① 水位計②

0.20

約50mm

④H30.9出水ピーク時（H30/9/4 19:00）の水位（実測データ）

■土砂堆積がない場合

水路幅B＝ 5.00 m

流量Q＝ 121.04 m3/s

水位計間距離L＝ 91.08 m

水位計①地点 水位計②地点

水深h(m) 8.07 7.85 

流積A(m2) 40.35 39.25 

潤辺S(m) 21.14 20.70 

径深R(m) 1.91 1.90 

断面平均流速v(m/s) 3.00 3.08 

速度水頭H(m) 0.46 0.49 

エネルギー高E(m) 8.53 8.34 

エネルギー勾配Ie（1/ ） 469.73 

摩擦速度u*(m/s) 0.20 

■土砂堆積がある場合(水路内満砂を仮定）

堆砂厚(m)＝ 1.85m

水位計①地点 水位計②地点

水深h(m) 6.22 6.00 

流積A(m2) 31.10 30.00 

潤辺S(m) 17.44 17.00 

径深R(m) 1.78 1.76 

断面平均流速v(m/s) 3.89 4.03 

速度水頭H(m) 0.77 0.83 

エネルギー高E(m) 6.99 6.83 

エネルギー勾配Ie（1/ ） 561.25 

摩擦速度u*(m/s) 0.18 
バイパス水路内の土砂堆積状況（H30.3.16撮影）

オリフィスゲート付近の様子 オリフィスゲート上流側から
トンネル呑口（下流側）に向かって撮影

バイパス水路湾曲部から
上流側に向かって撮影

バイパス水路湾曲部から
下流側に向かって撮影

オリフィスゲート

岩垣式

U*c：cm/s
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 平成30年4月に飯田市により航空写真が撮影された。平成27年に飯田市により撮影された航空写真から大きな変化はみられない。
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 平成30年は7/21、8/22、10/16の計3回、St.C～St.4の計5地点で付着藻類調査を実施した。分析項目は、クロロフィルa、乾燥重
量、強熱減量であり、10/16については種の同定も行った。

 クロロフィルaに着目すると、過年度同様、ダム上流St.Cが最も少なかった。過年度よりクロロフィルa量は多い傾向であり、付着
藻類の現存量は多かったと推察される。また、St.1と2では7/21～8/22で増加、8/22～10/16で減少しており、③H30.7出水と④
H30.9出水により剥離更新が起こった可能性も考えられる。

 乾燥重量に着目すると、過年度に比べると値が大きめである（特にSt.1の値が大きい）。すなわち河床に付着している有機物と
無機物の量が過年度に比べると多い。

 強熱減量は年々減少傾向のように見える。アユのエサ資源が良好である目安は400（mg/g）という第2回委員会の時の委員から
の意見を踏まえると、H29、H30とエサ資源は良好とは言い難い状況になっている可能性がある。

 無機物量が過年度に比べると大きい結果であり、特にSt.1の値が大きいことから、バイパス放流によりダム上流から流下してき
た細粒分が河床材料に付着した可能性が考えられる。
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 付着藻類の種の同定は、10/16の調査回のみ実施した。
 H29に比べると、St.C、St.1では確認種数が増加、St.4では減少する

結果となった。
 細胞数は、St.1はH29に比べてH30は約3倍に増加、その他の地点

は地点によって3～7割に減少した。それは珪藻網の減少によるもの
である。

 藍藻網の細胞数がSt.2とSt.3においてH29に比べて増加している。こ
れはHomoeothrix janthina（ビロウドランソウ）の増加によるものであ
る。

 種の同定は2回目であり、バイパス放流による影響・効果の評価は
難しい。今後さらなるデータの蓄積が望まれる。 1 2 1 2 2
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【底生動物調査結果】
 平成30年度の底生動物調査は、平成31年1月（冬季調査）に1回実施した。
 底生動物の現存量（種数・個体数・湿重量）から、平成30年の4回のバイパス放流後の結果は、それまでの変化の範囲内となっており、特に大きな変化は見られない。
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【底生動物調査結果】
 平成30年度の底生動物調査は、平成31年1月（冬季調査）に1

回実施した。

 湿重量による優占種を見ると、ダム下流の優占種が、造網型ト
ビケラであるヒゲナガカワトビケラから、他の生活型の種に変化
しており、底生動物の生息環境が変化した可能性が考えられる。
今後さらなるデータの蓄積により、分析・評価を行う。

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H24 H25 H26 H27 H28 H29

イトミミズ ミズミミズ属 3160

ニセミズミミズ属 520

カゲロウ ヒメフタオカゲロウ属 32

フタバコカゲロウ 2608 632 1568 504 528 480 352 464

シロハラコカゲロウ 88 48 200 216 304 1120 392 304 1088 400 1848 944 496 456 368

コカゲロウ属 80 952 528

Eコカゲロウ 32

ミヤマタニガワカゲロウ属 192

エルモンヒラタカゲロウ 192

ヒメヒラタカゲロウ属 224 392

オオクママダラカゲロウ 376

コウノマダラカゲロウ 664 352 272

トゲマダラカゲロウ属 216 160

シリナガマダラカゲロウ

アカマダラカゲロウ 296

カワゲラ クロカワゲラ科 32 24

フサオナシカワゲラ属 144

オナシカワゲラ属 96

シタカワゲラ科 144

トビケラ ウルマーシマトビケラ 960

シマトビケラ属 352

ヒゲナガカワトビケラ 1520

ヤマトビケラ属 264

マルツツトビケラ属 744 9696

クロツツトビケラ 1216

グマガトビケラ属の一種

ハエ ウスバヒメガガンボ属 1272 1728

ヤマユスリカ属 512 2760

ユスリカ亜科 80 1192 2192 6176 3392

テンマクエリユスリカ属 192 400 1648 1248 2184 5368 168 2568 5056 2264 2896

ニセケバネエリユスリカ属 4136

ニセテンマクエリユスリカ属 2240

エリユスリカ属の数種 112 704 864

エリユスリカ亜科 304 216 536 2568 1256 1800 1528 1320 1512 2008 704

総個体数 /m2 1360 2160 312 504 1192 56 4368 4672 2872 6584 2200 11664 6352 19112 5144 4296 2256 6312 9808 22704 8432 6160 6048 4104 11760 28416 7192 5064 4088 3544

：第一優占種

：第二優占種

：第三優占種

St.4St.2 St.3St.C St.1
目名 種名

捕獲個体数の優占種（冬季）

捕獲湿重量の優占種（冬季）

年度 St.C St.1 St.2 St.3 St.4

H26 ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ ﾕｽﾘｶ亜科 ﾕｽﾘｶ亜科 ﾕｽﾘｶ亜科 ﾕｽﾘｶ亜科

H27 ｺｶｹﾞﾛｳ属類 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科

H28 ﾐﾔﾏﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属 ﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ

H29 ｸﾛｶﾜｹﾞﾗ科の数種 ﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ ｴﾘﾕｽﾘｶ属の数種

H30 ユスリカ亜科の数種 ユキシタカワゲラ属の数種 エリユスリカ亜科の数種 エリユスリカ亜科の数種 ユスリカ亜科の数種

年度 St.C St.1 St.2 St.3 St.4

H26 Nippotipula亜属 ﾄﾋﾞｹﾗ目（蛹） ﾎｿﾊﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ﾅﾐﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ

H27 ｵｵｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属の一種 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ

H28 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ

H29 ｸﾛｶﾜｹﾞﾗ科の数種 ｷﾘｳｼﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞの一種 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ

H30 ユキシタカワゲラ属の数種 ユキシタカワゲラ属の数種 シロズシマトビケラ Jコカゲロウ オオクママダラカゲロウ

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

イトミミズ ミズミミズ属 3160

ニセミズミミズ属 520

カゲロウ ヒメフタオカゲロウ属 32

フタバコカゲロウ 2608 632 1568 832 504 528 480 352 952 464 648

シロハラコカゲロウ 88 48 200 216 304 1120 392 304 1088 400 1848 944 496 456 368

Jコカゲロウ 176

コカゲロウ属 80 952 528

Eコカゲロウ 32

ミヤマタニガワカゲロウ属 192

エルモンヒラタカゲロウ 192

ヒメヒラタカゲロウ属 224 392

オオクママダラカゲロウ 376

コウノマダラカゲロウ 664 352 272

トゲマダラカゲロウ属 216 160

シリナガマダラカゲロウ

アカマダラカゲロウ 296

カワゲラ クロカワゲラ科 32 24

フサオナシカワゲラ属 144

オナシカワゲラ属 96

シタカワゲラ科 144

ユキシタカワゲラ属の数種 736

トビケラ ウルマーシマトビケラ 960

シマトビケラ属 352

ヒゲナガカワトビケラ 1520

ヤマトビケラ属 264

マルツツトビケラ属 744 9696

クロツツトビケラ 1216

グマガトビケラ属の一種

カンムリカクツツトビケラ 368

ハエ ウスバヒメガガンボ属 1272 1728

アシマダラブユ属の数種 1072

ヤマユスリカ属 512 2760

ユスリカ亜科 80 432 1192 2192 6176 992 3392 704

テンマクエリユスリカ属 192 400 1648 1248 2184 5368 168 2568 5056 2264 2896

ニセケバネエリユスリカ属 4136

ニセテンマクエリユスリカ属 2240

エリユスリカ属の数種 392 112 704 864 600

エリユスリカ亜科 304 216 536 2568 648 1256 1800 1528 1336 1320 1512 1344 2008 704

総個体数 /m2 1360 2160 312 504 1192 56 1888 4368 4672 2872 6584 2200 11664 4160 6352 19112 5144 4296 2256 6312 7472 9808 22704 8432 6160 6048 4104 6056 11760 28416 7192 5064 4088 3544 5304

St.4
目名 種名

St.C St.1 St.2 St.3

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

ヒル ハリガネムシの一種

盤足 カワニナ

カゲロウ ヒメフタオカゲロウ属 0.38

マエグロヒメフタオカゲロウ 0.34 1.06

フタバコカゲロウ 1.35

シロハラコカゲロウ 1.89 1.11

Jコカゲロウ 0.30 1.30

ナミヒラタカゲロウ 1.79 0.83 3.83 2.53 2.70 4.97 4.20 3.81 3.28 1.18

エルモンヒラタカゲロウ種群の一種 0.68 1.10

タニヒラタカゲロウ 0.94

オオクママダラカゲロウ 0.63 0.71 1.09 1.62 7.27 3.98 5.50

オオマダラカゲロウ 0.61 0.33

コウノマダカゲロウ

ホソバマダラカゲロウ 2.90 2.53

トンボ オナガサナエ 9.05 4.54

ヒメクロサナエ

カワゲラ クロカワゲラ科 0.05 0.02

クサカワゲラ属の数種 0.71 1.33

ユキシタカワゲラ属 0.23 0.49 0.76 4.30

オビシタカワゲラ属 0.29

カミムラカワゲラ 0.55 4.23 0.89

ヒロバネアミメカワゲラ 0.54

トビケラ シロズシマトビケラ 0.29 2.14 0.70

ウルマーシマトビケラ 0.96 0.47 0.36 2.78 0.75 1.45 7.04 5.74 0.90 3.13 5.71

シマトビケラ属 0.70

ヒゲナガカワトビケラ 8.09 6.31 2.10 21.30 25.46 1.88 8.95 30.06 77.64 37.34 0.66 9.14 39.19 17.40 1.09 82.90 35.94 7.42 21.20 28.54 21.39

ヤマトビケラ属 0.68 3.28 1.00 8.06

マルツツトビケラ属 0.67 2.27

ヒロアタマナガレトビケラ 1.67

オオカクツツトビケラ 0.43

トビケラ目（蛹） 0.69

ハエ ウスバヒメガガンボ属 3.50

クロヒメガガンボ属 0.50 1.12

ヒメガガンボ類

キリウジガガンボ属 0.30 3.71

ガガンボ属 4.33

Nippotipula亜属 3.41 1.77

テンマクエリユスリカ属 7.26

エリユスリカ亜科 0.27 1.66 1.31

総湿重量 g/m2 2.36 5.19 4.01 2.57 8.10 0.06 2.98 14.68 8.63 5.33 18.86 5.20 14.06 10.91 38.16 37.44 11.63 16.32 14.90 41.66 17.13 111.73 62.46 8.52 32.03 57.70 26.23 8.72 114.91 78.30 18.46 44.78 47.50 33.38 17.15

St.C St.1 St.2 St.3 St.4
目名 種名

H24～H30の捕獲個体数の第1～3優占種（冬季）

H24～H30の捕獲湿重量の第1～3優占種（冬季）

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H24 H25 H26 H27 H28 H29

イトミミズ ミズミミズ属 3160

ニセミズミミズ属 520

カゲロウ ヒメフタオカゲロウ属 32

フタバコカゲロウ 2608 632 1568 504 528 480 352 464

シロハラコカゲロウ 88 48 200 216 304 1120 392 304 1088 400 1848 944 496 456 368

コカゲロウ属 80 952 528

Eコカゲロウ 32

ミヤマタニガワカゲロウ属 192

エルモンヒラタカゲロウ 192

ヒメヒラタカゲロウ属 224 392

オオクママダラカゲロウ 376

コウノマダラカゲロウ 664 352 272

トゲマダラカゲロウ属 216 160

シリナガマダラカゲロウ

アカマダラカゲロウ 296

カワゲラ クロカワゲラ科 32 24

フサオナシカワゲラ属 144

オナシカワゲラ属 96

シタカワゲラ科 144

トビケラ ウルマーシマトビケラ 960

シマトビケラ属 352

ヒゲナガカワトビケラ 1520

ヤマトビケラ属 264

マルツツトビケラ属 744 9696

クロツツトビケラ 1216

グマガトビケラ属の一種

ハエ ウスバヒメガガンボ属 1272 1728

ヤマユスリカ属 512 2760

ユスリカ亜科 80 1192 2192 6176 3392

テンマクエリユスリカ属 192 400 1648 1248 2184 5368 168 2568 5056 2264 2896

ニセケバネエリユスリカ属 4136

ニセテンマクエリユスリカ属 2240

エリユスリカ属の数種 112 704 864

エリユスリカ亜科 304 216 536 2568 1256 1800 1528 1320 1512 2008 704

総個体数 /m2 1360 2160 312 504 1192 56 4368 4672 2872 6584 2200 11664 6352 19112 5144 4296 2256 6312 9808 22704 8432 6160 6048 4104 11760 28416 7192 5064 4088 3544

：第一優占種

：第二優占種

：第三優占種

St.4St.2 St.3St.C St.1
目名 種名
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 魚類調査は現存量調査、アユ成長量調査、繁殖状況調査の３つの調査を実施した。
 現存量調査は平成30年10月に、アユ成長量調査は平成30年7月に実施した。

【現存量調査結果】
 ダム上流が最も少なく、下流に向かって増加していく傾向は過年度から変わらない。
 平成30年は過年度に比べると遊泳魚が少ない結果となった。
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【アユ成長量調査結果】

 過年度は複数回実施していたが、
平成30年は7月の1回のみである。
そのため、平成30年中の変化は
評価できない。

 平成30年度は、捕獲個体数、体

長、体重、肥満度のいずれも過年
度の変動の範囲内の値であった。
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【アユ成長量調査結果】
 過年度は複数回実施していたが、平成30年は7月の1回のみである。そのため、平成30年中の変化は評価できない。
 体長組成は、110～120mmが最も多く、平成29年と同様の傾向であった。

※H30年度は7月、9月の2回調査を予定していたが、9月は出水が続き流量が低下しなかったため、調査は未実施
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【植物調査結果】
 平成30年8月22～23日に、植物調査を行った。

 植物調査は松川ダム下流河道の全域（ダム直下か
ら天竜川合流地点まで）を対象として実施した。

 表中の「St.C」「St.1」 「St.2」 「St.3」 「St.4」 は各地点で

横断方向の全幅を対象に調査を行い、確認された
種を記載している。「その他」はSt間で確認された種
について記載している。

 沈水植物（表中水色着色の種）や湿地性植物（表中
緑色着色の種）に着目すると、平成29年度に確認さ
れた種は全て平成30年度も確認された。

 表中に黄色で着色している種は、今年度の調査で
はじめて確認された種である。

2018 2017 2016 2015 2018 2017 2016 2015 2018 2017 2016 2015 2018 2017 2016 2015 2018 2017 2016 2015 2018 2017 2016 2015

スギナ Equisetum arvense f. arvense ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

トクサ Equisetum hyemale  var. hyemale ○ ○

ショウブ ショウブ Acorus calamus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

サトイモ アオウキクサ Lemna aoukikusa subsp. aoukikusa ○ ○ ○ ○

トチカガミ コカナダモ Elodea nuttalli ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤナギモ Potamogeton oxyphyllus ○ ○ ○ ○

ヒルムシロ属 Potamogeton sp. ○

ユリ ユリ タカサゴユリ Lilium formosanum ○ ○ ○ ○

キジカクシ アヤメ キショウブ Iris pseudoacorus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒガンバナ ナツズイセン Lycoris × squamigera ○ ○

ツユクサ Commelina communis var. communis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ムラサキツユクサ Tradescantia spp. ○ ○

ガマ ヒメガマ Typha domingensis ○

ガマ Typha latifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○

イグサ コウガイゼキショウ Juncus prismatocarpus subsp. leschenaultii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コゴメガヤツリ Cyperus iria ○ ○ ○ ○

サンカクイ Scirpus triqueter ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シナダレスズメガヤ Eragrostis curvula ○ ○ ○ ○ ○

メヒシバ Digitaria ciliaris ○

ネズミムギ Lolium multiflorum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ススキ Miscanthus sinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クサヨシ Phalaris arundinacea var. arundinacea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヨシ Phragmites australis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ツルヨシ Phragmites japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

メダケ Pleioblastus simonii ○

アキノエノコログサ Setaria faberi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ツヅラフジ アオツヅラフジ Cocculus trilobus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ボタンヅル Clematis apiifolia var. apiifolia ○

センニンソウ Clematis terniflora var. terniflora ○ ○ ○

バイカモ Ranunculus nipponicus var. submersus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ノブドウ Ampelopsis glandulosa var. heterophylla ○ ○ ○ ○

ヤブガラシ Cayratia japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フウロソウ フウロソウ ゲンノショウコ Geranium thunbergii ○ ○ ○ ○ ○ ○

フトモモ アカバナ メマツヨイグサ Oenothera biennis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ネムノキ Albizia julibrissin var. julibrissin ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アレチヌスビトハギ esmodium paniculatum ○ ○

コマツナギ Indigofera pseudotinctoria ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クズ Pueraria lobata subsp. Lobata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハリエンジュ Robinia pseudoacacia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ムラサキツメクサ Trifolium pratense ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シロツメクサ Trifolium repens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カワラサイコ Potentilla chinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ノイバラ Rosa multiflora var. multiflora ○ ○ ○ ○

アサ カナムグラ Humulus scandens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クワ マグワ Morus alba ○ ○

コアカソ Boehmeria spicata var. spicata ○

アオミズ Pilea pumila ○

アレチウリ Sicyos angulatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カラスウリ Trichosanthes cucumeroides ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クルミ オニグルミ Juglans mandshurica var. sachalinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カバノキ ヤマハンノキ Alnus hirsuta var. sibirica ○ ○ ○ ○

トウダイグサ オオニシキソウ Euphorbia nutans ○ ○

スミレ ツボスミレ Viola verecunda var. verecunda ○ ○ ○ ○

タチヤナギ Salix triandra ○

コゴメヤナギ Salix dolichostyla subsp. serissaefolia ○ ○ ○ ○ ○ ○

ネコヤナギ Salix gracilistyla var. gracilistyla ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウンリュウヤナギ Salix matsudana ○

カワヤナギ Salix miyabeana subsp. gymnolepis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オノエヤナギ Salix udensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アブラナ アブラナ オランダガラシ Nasturtium officinale ○

アオイ アオイ ムクゲ Hibiscus syriacus ○ ○ ○ ○ ○

ミズヒキ Persicaria filiformis ○

イタドリ Fallopia japonica var.japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シロバナサクラタデ Persicaria japonica ○

アキノウナギツカミ Persicaria  sagittata var. sibirica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ママコノシリヌグイ Persicaria senticosa ○ ○ ○ ○ ○

ミゾソバ Persicaria thunbergii var. thunbergii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ギシギシ Rumex japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オシロイバナ オシロイバナ Mirabilis jalapa ○ ○

ナデシコ サボンソウ Saponaria officinalis ○ ○ ○ ○ ○

ヒユ ヒナタイノコヅチ Achyranthes bidentata var. japonica ○ ○ ○ ○

リンドウ アカネ ヘクソカズラ Paederia foetida ○ ○ ○ ○ ○ ○

コヒルガオ Calystegia hederacea ○ ○ ○ ○

アメリカネナシカズラ Cuscuta campestris ○ ○ ○ ○ ○

マルバルコウ Ipomoea coccinea ○ ○

オオバコ オオバコ Plantago asiatica var. densiuscula ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フサフジウツギ Buddleja davidii ○ ○ ○

ビロードモウズイカ Verbascum thapsus ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤマクルマバナ Clinopodium chinense var. glabrescens ○ ○ ○ ○ ○

コシロネ Lycopus cavaleriei ○ ○

ノウゼンカズラキササゲ Catalpa ovata ○ ○ ○ ○

オオブタクサ Ambrosia trifida ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カワラヨモギ Artemisia capillaris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヨモギ Artemisia indica var. maximowiczii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アメリカセンダングサ Bidens frondosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒメムカシヨモギ Conyza canadensis ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオキンケイギク Coreopsis lanceolata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コスモス Cosmos bipinnatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

キバナコスモス Cosmos sulphureus ○ ○ ○ ○

キクイモ Helianthus tuberosus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ニガナ Ixeridium dentatum subsp. dentatum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオハンゴンソウ Rudbeckia laciniata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セイタカアワダチソウ Solidago altissima ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ミツバ Cryptotaenia canadensis subsp. japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セリ Oenanthe javanica subsp. javanica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23目 43科 6 8 5 3 13 14 8 7 44 36 28 23 36 30 23 28 46 43 35 23 77 71 40 56

その他
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シソ

キク キク

セリ セリ

ブナ

キントラノオ

ヤナギ

ナデシコ タデ

ナス ヒルガオ

マメ マメ

バラ バラ

イラクサ

ウリ ウリ

イネ

カヤツリグサ

イネ

キンポウゲ

キンポウゲ

ブドウ ブドウ

トクサ トクサ

オモダカ

ヒルムシロ

ツユクサ ツユクサ

目名 科名 和名 学名
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バイパストンネルの摩耗状況（H30.10.30調査）

トンネル入口
トンネル出口

 平成30年10月30日に、バイパストンネル摩耗量調査を行った。ペイントは剥がれていたものの、大きな摩耗は確認されなかった。

No.65 L

No.65 R

No.45 R

No.45 LNo5+15.352 L

No5+15.352 R
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 平成30年のモニタリング調査結果をまとめると、以下のようになる。

第2回委員会で審議したインパクトレスポンスに

鑑みると、図中で赤枠で囲った項目について変
化が確認できた。

また、青枠で囲った項目は、変化がないことが
確認できた。

バイパス時のみ増加

（更なる）植生繁茂

流況 掃流砂
(φ≧2mm)

浮遊砂
（φ<2mm）

ウォッシュロード
（φ<0.15mm）

洪水調節

堆積

堆積量減少

堆積量減少

松川ダム

貯水池内

出水時ピーク
流量の低減

ダム下流

分派堰・トラップ堰
が満砂・バイパス

時のみ微増

水質（水温・濁り）

温水放流
冷水放流
の変化

濁水挙動の変化

河床高の変化
（低下抑制・上昇）

掃流力の低下冠水頻度の減少

低水路高水敷

（更なる）植生に
よる土砂トラップ

量の変化

（更なる）高水敷高の
上昇（→樹林化） 河道断面の変化

澪筋の変化

付着藻類 魚類 植物

生物環境

底生動物

瀬淵構造・水際
構造の変化

流砂環境

更新阻害

種構成・現存量
の変化

ハビタットの変化

種構成・現存量
の変化

移動阻害

種構成・現存量
の変化

餌場・餌環境の
変化

繁殖環境の変化

種構成の変化

植生分布の変化

クレンジング効果

物理環境・河道

礫への付着量の
変化

生息・生育環境
の変化

河床材料の粒度
構成の変化

河川横断構造物
（落差工・取水口等）

河床の緩勾配化

流速の減少

貯水池上流

トラップ堰
分派堰

一部堆積

バイパス時のみ増加
バイパス

高濃度濁水の放流
水温の変化

（貯水池上流の水
温に近い水温の放

流）

エラの目詰まり

バイパストンネ
ルの摩耗

取水口の目詰まり
利水障害

分派堰上流堆砂量

貯水池ボーリング

堆砂測量 ②

②

堆積

（変化なし）

（変化なし）

（変化なし）

（変化なし）

（変化なし） （変化なし）

（変化なし）

項目 調査結果
土砂収支 • 年間で、水約52,000千m3（総流入量に対して42%）と土砂（SS成分）約7,700m3（総流入土砂量に対して49%)がバイパスされた。

生物環境
物理環境

• バイパスによるSS成分や微細土砂のダム下流への供給が増加したことについて、いくつかの調査項目でそれを裏付ける結果が得
られた。

付着藻類調査
無機物量が過年度に比べて多く、特にSt.1で多くなっていることから、バイパス放流により細粒分が流下していると
推察される。

底生動物調査 優占種が造網型トビケラであるヒゲナガカワトビケラから、他の生活型の種へ変化している。
河床材料調査 ダム下流では2mm以下の土砂の割合が増加し、細粒化の傾向が確認された。

バイパス施設管理

• 微細土砂のダム下流への供給の増加によるバイパス施設などへの影響は確認されなかった。
橋梁からの
写真撮影

見た目に大きな変化は確認できなかった。

摩耗量調査 トンネルに損傷は見られなかった。



項目 今後の方針

バイパス放流
・本年につづき早い段階からの放流を行います。
・バイパス放流の効果を高められるよう頻度を増やします。

水質
（河川）

採水調査
・SS-濁度の相関を得られるよう採水調査回数を増やします。
・DOについては調査終了とします。

生物環境
（河川）

付着藻類 ・乾燥重量、強熱減量、無機物量に注目して引き続き調査します。

底生動物 ・優占種の変化に注目して引き続き調査します。

魚類現存量調査 ・今後、モニタリング調査結果のとりまとめにあたっては、指標となる生物を設定する等
してバイパス放流による影響の評価を行います。

・今後、モニタリング調査結果を蓄積し、バイパス放流による効果・影響を確認した上で、
調査地点や調査頻度の見直しを検討します。

アユ成長量調査

植物

物理環境
（河川）

河床材料

・主にアユなどの生物への影響が重要であることから、表層に注目して、継続して調査
します。

・トラップ堰、分派堰、減勢池の堆砂について掘削を行い、底部に粒径が大きい石があ
るか確認します。

・堆砂掘削後、出水ごとにどのように堆積していくか確認します。
・バイパス水路の掃流砂捕捉機能について検証を行います。
・バイパス水路に堆積した土砂について、鉛直方向・縦断方向の粒度分布を調査します。

バイパス
施設管理 バイパストンネル

・今年度4回のバイパス放流による影響はありませんでした。
・引き続き経過観察します。

土砂収支 ・流入及び放流土砂の全量を予測できるよう、方法を検討します。

 今後の環境モニタリング調査についてまとめると、以下のようになる。

４．今後のモニタリング調査について 29

次回以降の委員会において、モニタリング計画（調査内容及び調査個所、調査時期）の見直しを提案します。


